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令和元年１２月定例教育委員会会議録 

 日   時  令和元年１２月２０日（金） 午後１時３０分～午後２時４５分 

 場   所  秦野市役所教育庁舎３階大会議室 

 出席委員 
教育長 内田 賢司  教育長職務代理者 飯田 文宏 

委 員 髙槗 照江  委 員 片山 惠一  委 員 牛田 洋史 

 欠席委員  なし 

 委員以外 

 の出席者 

教 育 部 長 佐藤 直樹 

文化スポーツ部長 佐藤 正男 

教育部参事兼  

教 職 員 課 長 福島 正敏 

教育総務課長 守屋 紀子 

学校教育課長 久保田 貴 

中学校給食担当課長 上條 秀香 

教育指導課長兼  

教育研究所長 近藤 順子 

生涯学習課長 五味田直史 

図 書 館 長 田中 和也 

教育総務課課長代理 吉田 浩成 

教育総務課主事補 岩田 浩貴 

 傍聴者  ２名 

 会議次第 

   １２ 月 定 例 教 育 委 員 会 会 議 

 

日 時 令和元年１２月２０日（金）  

午後１時３０分         

場 所 秦野市役所教育庁舎３階大会議室 

  

次     第 

 

１ 開  会 

２ 会議録の承認 

３ 教育長報告及び提案 

(1) 令和２年１月の開催行事等について 
(2) 臨時代理の報告について 
ア 報告第２５号 令和元年教育功労者等表彰・教育長表彰の被表彰 

者の追加について 
イ 報告第２６号 市立小中学校教職員の人事上の措置について 
(3) 中学校完全給食推進事業の進捗状況について 
(4) 第３５回特別支援学級学習交流会の結果について 
(5) 第３２回はだの子ども野外造形展の結果について 
(6) 第３２回インターナショナルフェスティバルの開催結果について 
(7) 第４回いじめを考える児童生徒委員会の結果について 
(8) 海外教員派遣研修について 



 2 

(9) 学校マネジメント研修会の結果について 
(10) 広域連携中学生交流洋上体験研修事業の結果について 
(11) 第４回ミュージアムさくら塾「ヒスイ・コハクからみた縄文時

代の流通」について 
(12) 第３３回夕暮記念こども短歌大会の結果について 
４ 議 案 
(1) 議案第２９号 秦野市指定重要文化財の指定に関する諮問について 

５ その他 
６ 閉 会 

 会議資料  別紙のとおり 

 

内田教育長 それでは、ただいまから１２月定例教育委員会会議を開催いた

します。お手元の会議次第に沿って進めさせていただきます。 

まず、「会議録の承認」について、御意見、御質問等がござい

ましたら、お願いします。 

なお、非公開案件につきましては、御意見、御質問がある場合

は、会議終了後に事務局に申出をお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

―異議なし― 

内田教育長 それでは、ないようですので、会議録を承認いたします。 

次に３「教育長報告及び提案」の（２）臨時代理の報告につい

てのア、報告第２５号「令和元年度教育功労者等表彰・教育長表

彰の被表彰者の追加について」は個人情報が含まれるため、また、

イ、報告第２６号「市立小中学校教職員の人事上の措置について」

は人事に関する案件のため、会議を非公開としてよろしいでしょ

うか。 

―異議なし― 

内田教育長 それでは、３の（２）ア及びイは非公開といたします。 

それでは、次第の３、教育長報告及び提案について、お願いし

ます。 

 教育部長 私からは、（１）の令和２年１月の開催行事について御報告さ

せていただきます。資料№１を御覧ください。 

１月６日、仕事始め式でございます。暦の関係で１２月２８日

から９日間、長い年末年始休暇明けの仕事始めとなります。 

１月６日～１月１２日まで、海外教員派遣研修でございます。

今回は、平成２８年以来、ハリケーンでしばらく中断していまし

たパサデナ派遣となりまして、後ほど所管課より報告がございま

す。 

１月７日、新年賀詞交歓会でございます。クアーズテック秦野
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カルチャーホール展示室で行われます。 

１月８日、幼・小・中学校の始業式でございます。 

１月１０日、定例記者会見となります。 

１月１１日、ふるさと講座につきましては、資料が出ておりま

すので御参照ください。 

１月１３日、令和２年秦野市新成人のつどい、クアーズテック

秦野カルチャーホール大ホールで行われます。 

１月１４日・２８日、例月のブックスタート事業の実施でござ

います。 

１月１４日から、以下の日程で図書館受変電設備更新工事の関

係で図書館が休館となります。御承知おきください。 

１月１７日が、定例教育委員会会議となります。 

１月１８日、９時半から教育長表彰式、２ページ目にいってい

ただきますと、午後１時から教育功労者等表彰式、総合体育館の

第１武道場で行われますので、御出席をよろしくお願いします。

同じく午後３時から、はだのっ子アワードの表彰式、総合体育館

のサブアリーナで、４２名の表彰者参加の予定でございますので、

こちらも合わせてお願いいたします。 

１月２４日、文化財防火デーに伴います消防訓練ということで、

南矢名の龍法寺で実施を予定しております。 

１月２５日、令和２年度新入学外国人保護者説明会。これは本

市独自の取組かと思いますが、外国籍児童生徒への入学説明会を

市のほうで通訳等も交えながら実施する予定でございます。 

１月２５日、第４回ミュージアムさくら塾「ヒスイ・コハクか

らみた縄文時代の流通」ということで、後ほど所管課から説明が

あります。 

１月２５日、この日の午後からになりますが、家庭教育支援講

演会「世界一の素敵親子を目指して」というような題材で、保健

福祉センター多目的ホール、これは秦野市ＰＴＡ連絡協議会との

共催で実施ということでございます。 

１月２７日、文部科学省学校業務改善アドバイザー派遣事業と

いうことで、アドバイザーの妹尾先生に、１２月にも１度お見え

いただきましたが、この１月２７日に実施を予定しています。会

場は現在、調整中ということで、もうしばらくお待ちください。 

１月２８日、第５回園長・校長会ということで、この教育庁舎

３階の大会議室で行われます。 

私からは以上です。 

 学校教育課長 私からは（３）中学校完全給食推進事業の進捗状況について報
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告いたします。 

最初に、本日の報告内容ですが、現時点で受注グループと協議

段階にあるものを含んでございます。一般公表は来週月曜日の市

議会への報告、２５日の本協定の締結終了後、来年１月１０日の

年頭記者会見の場で、市長から記者の皆様に御説明をし、市民の

皆様にも広くお知らせをしていきたいと考えております。皆様の

御理解と御協力をよろしくお願い申し上げます。 

それでは、お手元の資料４－１を御覧ください。 

昨年６月に決定いただきました秦野市立中学校給食基本方針に

則り、今年度は学校給食センターの整備・運営の受注候補者にハ

ーベストネクストグループが選定されました。構成企業と市の関

係部局では、本年度中の契約締結に向けた協議を重ねているとこ

ろでございます。こうした中、今週１７日には、グループとの合

同会議において、契約締結前の準備行為等に関する基本協定の協

議が調いました。グループからの事業提案及び基本協定の概要に

ついて報告いたします。 

まず、グループから提案がありました事業コンセプトは、「秦

野市の未来を創造する学校給食の実現」です。生徒が喜ぶ給食を

ともに実現する「共食」、効果的・効率的な事業をともに運営す

る「共営」、はだのブランドをともに育む「共育」に取り組むこ

とで、市とグループが一緒になって学校給食を通じた秦野らしさ

の創造に取り組んでまいります。 

１の学校給食センター完成イメージは、事業用地であります曽

屋庁舎用地、これは旧水道局の庁舎跡地でございますが、この敷

地面積に合わせた施設整備を実現するために、現時点では建築面

積１，８３６．９１平方メートル、約５５５坪、延べ面積    

２，４７６．４９平方メートル、約７４９坪の施設とし、建ぺい

率や容積率のほか、条例に基づいた壁面後退などの基準を全て満

たした設計が進められております。センターの玄関にわたります

アプローチ部分にはスロープが設置され、前面道路から玄関まで

は歩行者専用通路が整備されます。また、スロープの脇には車椅

子用駐車場を備えるなど、食育の拠点施設として利用者の安全確

保にも十分配慮された施設設計となっております。 

なお、提案者からは、外観デザインの植栽などにも、できるだ

け秦野らしさを感じてもらえるような工夫をしていきたいといっ

た説明を受けております。 

２の整備スケジュール（予定）を御覧ください。基本協定の締

結につきましては、先ほど申し上げましたとおり、来週２５日の
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締結を予定しております。そのうえで今年度内、つまり来年３月

末までには調理・運営の詳細や将来にわたる経費負担の方法など

も含めた事業契約の締結を目指しております。あくまで現時点で

の予定ですが、来年５月には基本設計が確定し、１１月には実施

設計を確定して、１２月から工事着工といった予定がされており

ます。工事の完了は令和３年９月末を予定しています。センター

完成後の１０月と１１月には、開業準備を進めながら、子どもた

ちや市民の皆様を対象に、施設見学会や給食試食会などを積極的

に開催し、１２月の完全給食開始を目指してまいります。 

資料の裏面２ページを御覧ください。具体的な事業提案ですが、

まず、①の衛生管理・調理・配送では、ドライシステムの採用は

もちろんのこと、ＨＡＣＣＰの概念に基づく衛生管理が行われま

す。調理に関して運営企業からは、調理・運営実績を生かし、セ

ンター方式では本来困難である手づくり給食にもできる限り対応

していきたいといった申出も受けております。中学校給食では配

膳に係る新たな負担が生じます。市では既に、コンテナ配送用エ

レベーターを各校に設置するための設計業務などの準備を進めて

おりますが、グループ内でも、配膳時間を短縮し、より効率的に

配送できる車両や配送員の検討が進められています。 

②の食物アレルギー対応は、文部科学省が示す食物アレルギー

の対応指針に沿った安全性の確保、担当者の専属配置やチェック

体制など対応食を確実に調理し、子どもたちに間違いなく届ける

ための体制が確保されます。特に施設整備では、食物アレルギー

対応食の専用調理室が設置されるなど、ハード、ソフトの両面か

ら質の高い食物アレルギー対策が実現されます。 

次に、③の地域振興・地域貢献では、地元からの雇用促進とセ

ンターで働く市民のために働きやすい環境整備が予定されており

ます。代表企業が受注している他市のセンターでは、開設から３

年で地元からの雇用率１００％が実現された例もある、また、地

域の若者から高齢者、障害をお持ちの方まで幅広く雇用されてい

るといった説明も受けております。 

先月２８日には、代表企業が運営する他市の給食センターを視

察いたしました。その際にも、聴覚に障害を持つ調理員が他の調

理員と同様にミーティングに参加し、生き生きと働いている姿を

見ることもできました。 

そのほか、地元に根差した事業運営と地元企業への積極的な業

務発注、中学生などの職場体験や実習生の受入れ等への協力、ま

た、災害時応援協定の締結や移動式煮炊釜など災害用備品の配備
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なども提案されております。 

次に、④の食育の推進では、学校給食センターを食育推進の拠

点施設とすべく、調理工程を観察できる見学通路の整備のほか、

会議研修室からは、見学窓を通じて直接あるいはモニターを介し

て調理工程全体が見学できる環境整備も予定されております。ま

た、子どもたちの食育活動への積極的な対応、保護者の施設見学

などの対応支援なども提案されております。 

次に、⑤の地産地消の推進では、地場産物を積極的に活用し、

地産地消の推進につながるような施設整備が予定されています。

特に、地元の新鮮な野菜を手際よく下処理するための泥落とし室、

葉物野菜についた虫の除去や果物の洗浄を効率よく行うための４

層シンク、食材の風味を保つ微酸性電解水生成装置など、設計段

階から地場産品の活用を視野に入れた取組が進められておりま

す。また、生産者の皆さんの納品に係る負担を軽減できるよう、

一定期間保存が可能な大型冷蔵庫、前日納品を可能とする野菜専

用冷蔵庫などの設置も予定されております。 

ほかにも、⑥のその他の独自提案・協議事項では、将来の食数

減少に対応する付帯事業として、例えば、高齢者の方向け給食配

食サービス、文化・スポーツイベント向け弁当の調理・配送、さ

らには、市役所の職員向け配送サービス、こういったことも将来

的には可能であるといった提案を受けております。また、地場野

菜のうち、いわゆる規格外の品などは、学校給食センターが稼働

していない夏休みなどを利用して、一次加工品の製造も可能であ

るといった説明も受けております。 

これらはいずれも、実現のために設備の追加や新たな費用負担

などさまざまな課題がございます。今後もグループと情報を共有

し、また、市議会や市民の皆さんの意見も伺いながら、さまざま

な施策に学校給食センターを活用できるよう引き続き検討してま

いります。 

最後に、２ページの一番下に記載いたしました東海大学並びに

秦野市ＰＴＡ連絡協議会とともに検討を進めております（仮称）

はだの“ＧＯ ＦＵＮ”プロジェクトについて御報告いたします。 

中学生にふさわしい栄養バランスにすぐれ、地場産物を活用し

た秦野らしい給食の献立開発には、栄養学をはじめとする専門知

識と豊富な経験が不可欠となります。そこで、今年度から東海大

学との提携事業の一環として、健康学部健康マネジメント学科准

教授の森真理先生に、栄養学や献立開発の専門家の立場でさまざ

まな助言や協力をいただいております。今月７日には、秦野市Ｐ
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ＴＡ連絡協議会と教育委員会の共催による保護者向け食育講習会

の講師をお願いしましたところ、参加者から大変好評でございま

した。「バランスのよい食事の重要性がわかった」「食生活を見

直すよいきっかけとなった」といった感想とともに、ＰＴＡ役員

の皆さんからは、こうした取組をぜひ今後も継続していきたいと

いった要望を受けております。 

そのため早速、森先生並びにＰＴＡ連絡協議会の皆さんと相談

し、実は、昨日開催されました東海大学との提携事業運営協議会

の場でも、教育長、教育部長から大学側への御提案をいただき、

今後は東海大学と秦野市、そして秦野市ＰＴＡ連絡協議会の３者

が連携しながら、学官民の協働事業として食育推進プロジェクト

を進めていきたいと考えております。食を知り、食をもっと楽し

むために、３者がそれぞれの立場で協力し合い、講習会や関連イ

ベントの開催、地場産物を活用した秦野らしい献立の開発など、

子どもたちはもとより、広く市民を対象とした食育活動を推進し

ていきたいと考えております。 

今後は、議会の皆様、市民の皆さんからも御意見をいただき、

また、地域の生産者の皆さんにも協力をいただきながら、食に関

する施策の充実、発展につなげていきたいと考えております。 

そのほか、お手元には資料４－２として、ハーベストネクスト

グループとの締結を予定している基本協定書の写しをお配りいた

しました。これは、ＰＦＩ事業のガイドラインとして国が示して

いる協定書をもとに、今回の秦野市のＰＰＰ方式に合わせてハー

ベストネクストグループと協議し、定めたものでございます。内

容につきましては、グループが行う業務の範囲、グループ内で直

接業務を行う企業、事業契約の締結に向けた準備行為の進め方な

ど、基本的また事務的な事項の確認を目的としております。詳細

につきましては割愛させていただきます。 

なお、事業計画に向けまして具体的事項や条件などにつきまし

ては、引き続き協議を進め、議会の皆様にもお諮りしたうえで、

御意見を反映した契約を今年度中、来年３月末までに締結したい

と考えております。 

ここにつきましては以上です。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

私からは、まず、（４）から（８）まで御報告させていただき

たいと思います。 

まず、お手元の資料№５、第３５回特別支援学級学習交流会、

通称「のびゆくみんなの交流会」の結果について報告させていた
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だきます。 

３５回目を迎えました交流会ですが、今回も観覧の保護者を含

めまして参加者が１，０７２名を超え盛大に開催されました。参

加者が年々増える中、内田教育長にも御心配いただきまして、安

全で楽しい会にするために、３年間をかけまして種目やルールの

検討を含めた対応を進めてまいりました。今年度も、事故防止の

ために、全ての学校に参加を求めまして事前打合せを行い、当日

は大きな事故、トラブルなどもなく、無事終了しております。 

実行委員会では、さまざまな工夫を重ねてきているものの、安

全の確保には不安があるということや本来の目的である交流が十

分にできない現状にあることなどを踏まえまして、本事業の持ち

方について検討を重ねてまいりました。小学校教育研究会、中学

校教育研究会、校長会をはじめ、秦野養護学校や秦野総合高校と

も十分意見交換をする中で、次年度以降は、現在の方式を改め、

これまで中学校区ごとに行っている行事などを柱として、交流活

動を充実させる形にしていきたいと思っております。 

続きまして、資料№６「第３２回はだの子ども野外造形展の結

果について」です。 

１１月２日、３日、４日の３日間、天候にも恵まれまして多く

の方に御来場いただくことができました。市民の皆様が、御家族

で展示してある作品について会話を交わしながら、のんびり散歩

を楽しんでいられる姿も見られ、屋外に展示をすることの魅力を

改めて感じる一場面でございました。その一方で、屋外展示であ

るために、雨や風などへの耐久性を考慮した教材の選択や展示方

法の工夫などが必要となること、特に大きな課題となっておりま

すのが、搬出・搬入のための時間の確保となっております。 

搬入につきましては、放課後の時間に集まっていただいて、そ

れぞれ学校、園ごとに作業をしていただいておりますが、かなり

暗くなるまで作業されているところもございます。搬出につきま

しては、造形展の翌日の午後に、以前はそういう形で作業をして

いたこともあったのですけれども、現在は、翌日の午前中に全部

片付けをしていただいて、その日の午後にトラックに積み込むよ

うな形で対応させていただいております。以前のように、翌日の

午後にお集まりいただいて、集めたものを歩道の脇にまとめて置

いておき、次の日の朝トラックに積み込むような作業方法をして

いた時期もございましたが、歩道を占拠してしまうこととか、子

どもたちの作品などの管理に難しさがあるということで、片付け

たその日にトラックに積み込むという態勢をとらざるを得ない状
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況になっております。そういたしますと、子どもたちが園や学校

で活動している中で、職員に集まってもらって片付け作業をする

必要が生じてきている状況にございます。 

また、指導主事も、以前は全員参加で対応しておりましたが、

なかなか全員体制がとれず、シルバー人材センターの方に御協力

いただいております。作業について指示をしなければいけない人

の人数が少なくなっていることでシルバーさんへの負担が大きく

なってきている分、万が一、事故につながってもいけないという

心配もしておりまして、課題と感じております。 

続きまして、第３２回インターナショナルフェスティバルの結

果について御報告させていただきます。資料№７になります。 

１１月２日の午後に西公民館で開催されました。司会を担当す

る生徒たちも英語での司会進行をするなど、日常の英語学習を活

用する貴重な機会になっております。今年度も東海大学や上智大

学などの協力をいただき、非常に活気のある会になっておりまし

た。 

続きまして、資料№８「第４回いじめを考える児童生徒委員会

の結果について」です。 

１１月１０日、例年４回目の委員会には、１年間の委員会の活

動のまとめの意味も含めまして、ＰＴＡの方、地域の方に御参加

いただいておりますが、牛田委員にも御出席いただく中、各校職

員、保護者、市Ｐ連の方にもたくさん御参加いただき、中学校区

ごとの協議では、さまざまな意見の交換ができ、非常に充実した

ものにすることができました。 

昨年度より検討を続けてまいりました「はだのっ子生活スタン

ダード」につきましては、以前の教育委員会会議の中で、より子

どもたちに浸透させるためのネーミングを工夫してはいかがかと

いう御意見もいただきましたので、子どもたちらしい表現の呼び

名を検討してもらいました。その結果、「“わ”を広げる五つの

柱」という名前で呼んでいこうということに決まりました。「わ」

というのは平仮名表記なのですけれども、平和の「わ」と手をつ

なぐ輪っかの「わ」の両方の意味を重ねたいという子どもたちの

思いがあり、平仮名表記といたしました。五つの柱は、自己実現、

生活習慣、学び、仲間、社会とグループ分けをしております。こ

の５本の柱とともに、現在作成中の家庭学習ノートに掲載を予定

しております。各委員から現在も学校のほうには報告してもらっ

ていますが、次年度の第１回で、より浸透させるためにはどのよ

うな方法があるかということを検討していきたいと考えておりま



 10 

す。 

今年度は、各校におけるいじめ根絶運動の取組の発表を、パワ

ーポイントやロイロノートを使った発表、ポスターセッション等

複数の候補の中から、委員自身が学校に持ち帰り、より自分たち

に合った発表方法を主体的に選択してもらえるようにいたしまし

た。さらに、委員長、副委員長が、１年間の活動を通して学んだ

こと、感じたことを作文による口頭発表したことも新しい取組に

なっております。 

次に、資料№９「海外教員派遣研修について」、御報告させて

いただきます。 

令和２年１月６日より１２日までの期間に、青少年訪問団と日

程を合わせまして、パサデナ市の姉妹校を訪問する教員派遣研修

を実施いたします。昨年度は、現地の受入れ態勢が整わないとい

うことでしたが、今年度は、パサデナ市での受入れで最終調整が

済んでおります。資料にもございますとおり、英語運用能力の向

上に加えて、異文化理解、子どもたちへの指導の充実につなげる

ことを目的として実施させていただきます。参加予定の加藤教諭

は、前年度の県の事業で神奈川大学の英語教育の研修に参加し、

現在も学校内外で外国語活動に積極的に取り組んで情報発信に努

めてくださっております。 

 文化スポーツ部長 資料№９－２、この事業については文化振興課が国際交流事業

の一環として実施しております。この事業について御説明させて

いただきます。 

今、教育指導課長が説明したとおり、海外教員派遣研修と合わ

せて取り組んでいる事業でございますけれども、こちらは、姉妹

都市交流促進と青少年の異文化理解と国際感覚を養うということ

を目的に、平成２６年度にパサデナとの姉妹都市提携５０周年を

記念してスタートいたしました。平成２１年度に一度実施しまし

て、今回で３回目となります。訪問団員はここに書いてあるとお

り、市内在住の高校生に公募して４名が参加いたします。それか

ら、９月２２日に実施いたしました中学生英語スピーチコンテス

トで優勝、準優勝の２名の中学生、そして、秦野パサデナ友好協

会の役員２名と随行職員２名の１０名が訪問団員となっていま

す。 

訪問スケジュールは裏面にあるとおりでございます。トンプソ

ン中学校が姉妹校となっていますが、そちらのほうの訪問、それ

以外のテーグ小学校、スパークス小学校等の訪問という形も今計

画をしていますが、まだ具体的な部分は決まっておりません。そ
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れから、市内見学、ホストファミリーでのホームステイなどを通

じて、姉妹都市への理解とパサデナ市民との友情を深めていくと

いう形になっています。 

私からは以上です。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

続きまして、お手元の資料№１０「学校マネジメント研修会の

結果」を報告させていただきます。 

教育水準の改善・向上が急務となる中、教職員の意識改革が重

要であることから、主に管理職を対象とした研修会を実施してお

ります。今年度は、全ての子どもたちが安心して学べる学校のあ

り方についての研修といたしまして本事業を実施いたしました。 

講師の木村泰子先生は元大阪市立大空小学校の校長先生で、全

ての子どもたちの学習権を保障するということで学校づくりに取

り組んでこられました。ドキュメンタリー映画「みんなの学校」

が公開され大きな反響を呼んでおります。講演の中で、「誰一人

として排除しない」「見えない学力こそ大切」などについて、具

体的なエピソードを交えて、子どもの姿が浮かぶようなお話で伝

えていただき、今求められている学力観や今後の学校のあり方を

考える貴重な機会となりました。先生のお人柄による部分もあっ

たかと思いますが、参加した先生方からも非常に好評で、ぜひま

たという声もありましたので、できれば来年度、もう一度、もっ

と多くの先生方に聞いていただける機会を設けたいと考えており

ます。 

以上です。 

 生涯学習課長 私からは、資料№１１及び１２について御報告いたします。 

最初に、資料№１１「広域連携中学生交流洋上体験研修事業の

結果について」でございます。 

今年度は、事前研修を７月１４日日曜日、本研修を７月３１日

水曜日から８月２日金曜日まで２泊３日で実施いたしました。秦

野市からは３７名、１市４町１村全体で７２名の中学生が参加い

たしました。今年度は天候に恵まれまして、１日目の夜の船上実

習であった星空観察が、雲の関係からロープワーク実習に変更と

なった以外は、東海大学海洋調査研修船の「望星丸」での集団で

の船上生活、それから海洋観測、新島でのウォークラリーですと

か洋上フェスティバルなど、スケジュールどおりに順調に研修を

行うことができました。 

活動参加者や保護者の感想などをまとめた事業報告書がござい

ます。５３ページから６４ページまでに参加者及び保護者の方の

アンケート結果を掲載しております。参加者からの回答といたし
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まして５４ページの問９、他の学校や他の市町村の中学生との交

流についてという問いに対しまして「良かった」が９４．４％、

問１０、チャンスがあれば、また参加したいかという問いかけに

つきましては６３．９％の中学生が「参加したい」という回答を

得ております。保護者からの回答といたしましては、５７ページ

の問７と問９に同様のアンケートがございますけれども、保護者

においても「良かった」との回答を多数得ております。詳細につ

いては、またお時間のあるときに御覧いただければと思います。 

次に、資料№１２の「第４回ミュージアムさくら塾」について

でございます。今回のテーマは「ヒスイ・コハクからみた縄文時

代の流通」についてでございます。 

この後、議案でも説明させていただきますけれども、本市の下

大槻に所在しております縄文時代中期の集落であった東開戸遺跡

からコハクとヒスイの大珠、つまり珠が出土しております。この

うち第１５７号と言われる番号がつけられた土坑から出土したコ

ハク大珠については、直径６．２センチもあるということで、日

本最大級ということを言われております。今回のさくら塾では、

こうしたコハクやヒスイといった産地が限定されている遺物か

ら、縄文時代の交易や流通について学びたいと思います。日時は

１月２５日土曜日、午前１０時から、会場は桜土手古墳展示館の

映像室でございます。講師は、明治大学黒耀石研究センターの栗

島義明氏でございます。 

私からは以上になります。 

 図書館長 では、私からは資料№１３「第３３回夕暮記念こども短歌大会

の結果について」、御報告させていただきます。 

本年７月の定例教育委員会会議で、本短歌大会作品募集につい

て御報告をさせていただきましたが、９月１４日に募集締切りを

いたしまして、全部で２，５４０首の応募がございました。選歌

の結果、５０首の優秀作品を表彰いたしました。 

表彰式ですけれども、１２月１日、午後１時半からクアーズテ

ック秦野カルチャーホールの展示室で行いました。出席者でござ

いますが、入賞児童・生徒につきましては５０名中３５名の出席

です。そのほかに、御家族等全部で約８０名の御参加がございま

した。 

資料の裏面を御覧いただきたいと思います。応募状況につきま

して、一番右側の令和元年度、今回の応募状況ですけれども、小

学生が１，６５８名、中学生が８８２名、合計２，５４０名とい

う形になっております。入賞作品につきましては、別添のとおり
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となっておりますので、御覧いただければと思います。 

以上です。 

内田教育長 教育長報告及び提案に対する御意見、御質問をお伺いしたいと

思いますが、ボリュームがありますので、まず（２）を除いて、

（１）から（７）まででお願いしたいと思います。 

飯田委員 資料№５についてお聞きしたいのですけれども、今度、次年度

より中学校区ごとに行われるような検討がされているということ

ですが、例えばどんな行事、若しくはＰＴＡ行事なのか学校行事

なのか、どんな行事を柱としてお考えなのか、今の段階でわかれ

ば教えていただきたいのですが。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

中学校区ごとに、特別支援学級を中心に現在の交流行事のよう

なものをそれぞれの学校で行っております。例えば、一緒につく

ったサツマイモを使った調理実習を一緒にやっている学校や、レ

クリエーション的なものを一緒にやっている中学校区や、さまざ

まな取組を現状も行われておりますので、それを中学校区ごとに

目指す子ども像というものがございますので、それに向けて、そ

の活動をより意義づけした形で発展させていくような取組に位置

付けていきたいと考えております。 

飯田委員 わかりました。ありがとうございます。その時期とかは。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

開催時期は、中学校区ごとにばらばらに想定しております。 

飯田委員 ありがとうございます。 

内田教育長 ほかにどうでしょうか。 

牛田委員 私も今、飯田委員が質問された資料№５の関係ですが、次年度

以降は今、教育指導課長からお話があったとおりの形で進めてい

くというお話がありました。 

これもかなり長い歴史のある事業だと思うのですね。それで、

安全面での部分で、また、今後改善していかなければいけないと

いうようなことで、私もその辺は理解できるのですが、１つ、県

立秦野総合高等学校がここ長い間協力をしてくれていて、この交

流もなかなか捨てがたい、そんな感想を持ったのですね。この秦

野総合高等学校との何か関わりを、今後何か中学校区ごとに行う

にしても、何かつながり、接点が持てないのか、そんな感触を持

ちました。 

ただ、中学校区ごととなってくるという話ですし、日程も、そ

れぞれ中学校区ごととなってくると、かなりその辺の調整も難し

いとは思うのですが、例えば、その中学校区の卒業生などが、う

まくその中学校区の中でタイミングよく関わり合いを持てるよう
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な工夫ができればと。そうは言っても、高校の授業もあるし、授

業の一環でもあるし、そうなってくると、例えば、夏休みなどに

行うかということにもなりかねないし、なかなか難しいと思うの

ですが、これまでのつながりを大事にした形で次に生かしていた

だいたらいいかという感想を持ったりもしました。これは私の感

想です。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

ありがとうございます。この方向性を考えるに当たり、秦野総

合高等学校にも御説明に上がり、今まで本当にお世話になってき

ておりまして、総合高校の高校生がいないとこの会自体運営でき

ないぐらい大切な役割を担っていただいておりますので、その辺

を含めてお話をさせていただく中で、今後も何らかの形で市内の

小中学生と連携ができるといいと思っているということを校長先

生からもお話しいただいております。まだ、現段階では具体的な

連携のあり方についてまでは煮詰まっていないのですけれども、

何らかの形で御協力いただきながら、このつながりを大切にして

いきたいと考えております。 

内田教育長 平成２３年から私もずっと出席していて、２回ぐらい仕事の都

合で部長に出席してもらったことがあるのですが、平成２３年当

時のボリュームというのですか参加者に比べると、圧倒的に増え

てきていて、競技が始まったときに会場で見ていて、総合高校も

今回１２２人ですが、２００人以上来てくれているときもありま

した。その高校生たちがきちんと対応してくれているので、安全

性の確保ができている状況だったのですね。これは合計を見ます

と１，０００人ですから、１，０００人がその会場でやりますと、

保護者の方は上にいたとしても、ものすごい数ですから、当時の

教育指導課長、今の部長にも話をして、何らかの方策を講じない

と危険ではないのかという話をしていたのですね。ただ、これを

どこかで分割して２回やるかというと、今度、行事的に２日間と

れなくなってしまう。さまざまなことを検討した結果が、今の各

中学校区ということで考えたということなのですね。 

ですから、本来ならば、あそこで子どもたちが、それこそ駆け

回って楽しくということも大事にしなくてはいけないと思ったの

だけれども、それと安全性の確保という、言うなればせめぎ合い

みたいな状況があったのですね。学校を半分にして２日間に分け

てとなると、今度は先生方とか、総合高校のほうもそういう形で

は対応しきれなくなってしまうという問題もありました。 

ほかにどうでしょうか。 

片山委員 資料№６ですけれども、課題のところに「授業数による制作時
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間の確保が難しい」と書いてあって、負担が多いという関係の今

お話にもあったのですが、片付けたり搬入したりするとき非常に

手間だというのはいつも見ているのですが、やはり、これは市の

一大行事だと思います。私も去年行っているのですけれども、見

ていると、お母さんたちが自分の知っている子どもとか、近くの

学校であったり、子どもたちが自分の出た幼稚園だと言いながら

見ている子が何人かいたのですね。そういうものを見ていると、

生徒の目線に立ってみると、負担ではあるだろうけれども、何か

やっていただけるような方策が必要だと思った。 

それで、今、最後にお話があったのですけれども、搬入とか忙

しいということですが、確かにシルバーの人が大変で動いている

のを僕も見ているのですが、指示がうまくできていないというか、

人がいなくても片付けたりできるような何か手法がないのかなと

いうのは思ったりしたので、その辺、難しいかもしれないですけ

れども、再度検討いただければありがたいと思いました。 

内田教育長 

 

工夫の余地というのですか、例えば、そういう準備と片付けに

必要な予算をきちんとつけて、今ある方たちの負担ではなくて、

外部委託なり何なりでやるというような形も一つの方法かもしれ

ませんね。 

私は毎年見ていて、今片山委員がおっしゃったように、お子さ

んと親御さん、あるいはおじいちゃん、おばあちゃんも来て、非

常に楽しそうに自分の作品を探して見ている。これは以前にどこ

かで話をしましたが、一番上流側にあることによって、デパート

のシャワー効果ではありませんが、そこに来た人たちがみんな私

の個店ヘ流れていっているのですね。売り上げにも相当影響があ

ると。ですから、そういう意味では、大変さがあるのですが何ら

かの工夫をしてできないのかという思いを私はしているのですけ

れども。ただ、仕組みとして、例えば全校ではなくて順番にやっ

ていくような方法があるだろうとか、いろいろな提案は聞いてい

ます。ですから、そういうことを含めて、きちんとした予算化を

して、前後、準備、片付けというものを委託でやってしまうとか、

そういうことも含めて検討したいと思います。 

どうでしょうか。 

髙槗委員 資料№７のインターナショナルフェスティバルについてですけ

れども、これは資料を見ていますと、外国から１５カ国３６名の

外国人ゲストを迎えての事業となっています。なかなかこれだけ

の規模で、さまざまな国から来ていただけるという機会は本当に

少ないと思うので、関係者の皆さんの御尽力のたまものだと思っ
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ております。 

それと、今年は本町中学校の邦楽部が琴の演奏をして、何かそ

のことで会話がつながったというか、より深まったという仕掛け

があって、大変いい試みだと思うのですね。異文化について学ぶ

ことも大変重要なことですし、何かこういう取り掛かりがあると

会話もスムーズにできるのではないかという気がしておりますの

で、さまざまな仕掛けをまた取り入れていただいて、生徒とゲス

トたちの会話がより進むような仕組みをまた続けて考えていただ

きたいと思います。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

ありがとうございます。最初にお琴の演奏で始まり、それぞれ

ブースができていて、お習字のコーナーをやる子とかビー玉を教

える子とか、それぞれ日本の文化を紹介するような取組を子ども

たちは準備をしていて、そこにたくさんの国の方々が来てくださ

って、何となく英語でのやりとりができて、お習字なんかも本当

に楽しそうに書いてくださるので、子どもたちも非常にうれしそ

うに取り組んでおりましたし、お琴についても、実際に鳴らして

みたりというようなこともやってくださっていましたので、本当

にいい時間をお互いに過ごしている空気が、温かい空気が流れる

会になっていましたので、ぜひ、これからもこのような空気を大

事にしていきたいと思います。ありがとうございました。 

内田教育長 昨年、出席して、司会をやっている女子生徒が２人、英語でや

るのですね。それが終わった後に、「あなたたちは英語で話して

くる方たちの言ってくることが全部わかるのかい？」と聞いたら、

「いいえ、わかりません」と、でも自然になじんでいっているの

ですよ。それで、いつの間にか意思疎通ができているのですね。

ですから、今回の学力・学習状況調査の結果ではありませんが、

こういうようなものの積み重ねの影響が出ているのかなという気

はしていますね。いとも違和感がないというか何というか、引っ

込み思案の様子がないのです。 

どうでしょう、そのほかには。 

片山委員 資料№８、今年初めてだという委員長と副委員長による作文発

表とあるのですけれども、それがどこかに出ることがなければ、

どういう内容だったのかいただければと思いました。それを何か

利用する方法はないのかなと思いました。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

ありがとうございます。当日の発表しか想定はしていなかった

ので、貴重な御意見で、子どもたちに確認をして何か、とてもい

い作文でしたので検討させていただきます。 

牛田委員 私も今、片山委員が指摘された資料№８「第４回いじめを考え
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る児童生徒委員会の結果について」の報告の中で、私はこれを参

考にさせてもらったのですが、この会の最後に総括として教育指

導課長がお話をされたのですが、そのお話の中で、「この会に終

わりはない、完成することもありません。工夫・改善をしていき

ながら、次へどうつないでいくのかが大切だ」と、そういう言葉

を、お話を最後にされたのですね。とても印象に残っています。 

それで、ここで「“わ”を広げる五つの柱～はだのっ子生活ス

タンダード」というのも決まりました。ぜひ、今、片山委員から

も指摘のあった子どもの作文も上手に活用していきながら、潤い

と落ちつきのある、子どもたちが安心して学校生活を送ることの

できるような集団づくりに向けて、この会がますます機能してい

けばいいかなと、こんな期待をしています。 

私も重ね重ね同じことをお話しさせてもらっているのですが、

こういう安心感の持てる集団づくりが、子どもたちにとって心地

よい学校生活にもつながっていきますし、また、不登校の予防に

もつながっていきます。そして、それがいじめの予防にもつなが

っていきますし、ひいては学力の向上にもつながってくるのでは

ないかと思っているのですね。 

ですので、ぜひ、次にどう工夫・改善していきながらつないで

いくかというその言葉はとても重いのですが、ぜひ、今、片山委

員からお話あったような子どもの作文の活用なども含めまして、

さらに充実したものに育てていってほしいと思います。 

内田教育長 ほかによろしいですか。 

それでは、後半の（８）から（１２）についてお願いしたいと

思います。 

飯田委員 資料№１１の洋上体験についてお聞きしたいのですけれども、

本当にすばらしい報告書が出来上がって、まだ全部よく見ていな

いのですが、子どもたちが３日間という中で本当に成長できる事

業だと思っております。 

先ほどの課長のお話のアンケートの中で、保護者はほとんどが

「参加させてよかった」、参加した子どもたちも「参加してよか

った」「ぜひ次も参加したい」。ただ、２人が「もう参加したく

ない」という話ですが、本当に皆さん参加してよかった、ぜひ来

年もという事業だと思うのですが、この報告書ですが、この報告

をいろいろな方に見ていただければと思っているので、私も見て、

自分の娘が今中２なのですけれども、ぜひ来年参加させてみたい

なと思ったりもしました。 

この報告書というのが、どういうところに置いて、また、どう
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いう方にお配りしているのか、お願いします。 

 生涯学習課長 この報告書につきましては、まず、参加をいただいた中学生の

生徒の保護者に配布させていただいております。また、来年参加

する中学生の事前説明会などにも使用するようになっているので

すけれども、また募集の際に、今回せっかく作成したこの報告書

が、より中学生の目に触れるように効果的に使っていきたいと思

っています。 

片山委員 私も今のこの件に関しまして、今、飯田委員がおっしゃられた

２人というのは、ずっと読ませていただいたので、何か１人こも

っている子がいるんだなというのがちょっと、お母様の話だった

か御自分の話かわからなかったのですけれども、人とほとんど話

さなかったという方が１人確かにいらっしゃった。それは仕方が

ないということもあるので何とも言いにくいですけれども、それ

は別として、皆さんこれを書かれて、子どもたちが書いている中

で、本研修のときに、最初やはり皆さん打ち解けなかったと書い

てあるのです。ただ、その前に事前研修をやっていますね。その

ときに、打ち解けさせるために、実際には泊まらせているのです

けれども、時間を見ると、朝行って昼帰ってくるぐらいなので、

そういう部分では、仲良くなれる機会をつくってあげたほうが本

研修のときに入りやすいかなという気はしました。大学生とかそ

うなので、多分つくってあげると打ち解けられるのではないかと

思いました。 

あと、僕は船が何年もつかわからないですけれども、いつもそ

ういう話に大学でもなりますので、大学の船がある間は大丈夫な

のですが、船をつくるという計画はないみたいなので、大事に、

学長を乗せて、これを続けていただければと思いました。今後と

もよろしくお願いします。 

 生涯学習課長 今お話しいただいたように、事前研修、昨年度は午前９時半か

ら午後３時まで実施しましたが、今年度は、今御指摘あったよう

に、お昼までで終わりにしました。その変更理由ですが、昨年度

は、午後に洋上フェスティバルで行うそれぞれの班の出し物の打

合せに大分時間をとっていたわけですが、打合せが中だるみのよ

うにも見受けられましたので、今年度は打合せや他の説明も出来

るだけ簡潔にして、午前中で終わりにしました。 

ただ、短くしたからといって、事前に打ち解ける部分が十分で

はなかったかというところについては、我々が見ている限りとし

ては、それほど悪い影響ではなかったかと思っています。 

以上です。 
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内田教育長 どうでしょうか。 

髙槗委員 私もやはり洋上研修についてですけれども、最初は秦野市内の

中学生を対象に連れていったのが、１市４町１村に広がって、子

どもたちの感想を見ても、「他校の生徒と仲良くなれてよかった」

とか、そういう意見が大変多いのですね。それで、保護者の方た

ちもさまざまな思いを抱いて子どもを参加させるとか、子どもた

ちが自ら参加した人もいますけれども、本当にこれだけのいい結

果が得られたことは、すばらしい研修だと思いました。 

それで、それぞれ抱いていた希望にかなったかどうかは、あい

さつの中で市長がいみじくもおっしゃっているように、「この経

験を日々の生活に生かすことができるかどうかは、皆さん次第で

す」と書いてあるのですね。まさにそのとおりだと思うのですね。

こちらがいろいろな体験をさせてあげて、「それを生かすのはあ

なた次第ですよ」と、これはすごくいい言葉だと思って、本当に

よく言ってくださったと。 

本当に今は、何でも提供すればいいというわけではないですよ

ね。受け取る側にもそれなりの用意があってこそ、その体験が生

きるので、ちょっと厳しい御意見を述べられている保護者の方も

いらっしゃいましたけれども、市長のこの言葉をよく肝に銘じて、

こういうことなんだよと受け取っていただけたらありがたいなと

いう感想を持っています。 

内田教育長 食事一つとっても、これは震災以降だったらしいですけれども、

プレートの上にラップを敷いて、そこに盛っているのね。それで

食べて、ラップだけを外せば器は洗わなくても、必要な水の量は

限られていますから、節約だとかそういうことも含めて、子ども

たちが実際に班ごとにやりますから、体験しますから、経験とし

ては非常にいいと思うのですね。 

ただ問題は、この事業も補助金が切られてしまうような可能性

もあるようなので、今後も含めてのことを考えなくてはいけない

ですけれども。最初は秦野市で始めましたけれども、広域連携の

事業として企画のほうにこの仕事が行って、そこで、所管は生涯

学習がやっていましたが、県の補助金をもらう趣旨もあって広域

連携という形にしましたので、ですから、厳しさが少しあります。 

牛田委員 今の洋上研修で、このアンケートの結果とか感想等を見ている

と本当に好評で、私も現職のときに自分の学校から子どもたち何

人か参加させてもらったのだけれども、その後の感想を聞くと、

「よかった」「楽しかった」「また来年乗りたい」という子ども

たちの声が大きかったのですね。 



 20 

やはり参加をするというところまで気持ちが固まるのに時間が

かかるんだね。行ってしまうと「本当に楽しかったな」みたいに

なるのだけれどもね。そういうことで、ぜひ、何か臆病になって

いるような、ちょっと引いてしまっているような子どもたちの背

中を押していくことができるようなアピールを事前でしたらどう

かと。そんなことをもっと工夫して、多くの子どもたちに参加、

経験してもらいたいと思っています。 

今、髙槗委員からも話があったのですが、昔は秦野市の中で、

たしか定員が６０名だったのではないかと思うのですね。秦野市

だけでね。だんだん人数が集まらなくなってきて、それで広域と

いうことで変わっていったのですが、単純に１ページの参加人数

の内訳表を見ても、清川村が９名なのですが、生徒数の割合から

して９というのはとても高い数字だと思うのだけれども、清川村

がこれに向けての工夫とか何かあるのでしょうか。 

 生涯学習課長 清川村の参加率がいいのは、個人の負担金１万８，０００円を

清川村で負担されているというのもありまして、実際参加人数の

差は、１名キャンセルが出たので今回９名になってしまったので

すが、当初は１０名の予定だったのですね。それで、できるだけ

多くの生徒に参加していただきたいという村の方針もあるよう

で、１回参加された方は２回目は御遠慮いただくということで、

できるだけ多くの方に参加をいただいているということです。 

内田教育長 清川村の中での学校が複数あって、交流的なものがあればいい

のですが、それが一切ないですから、清川村の教育長が言われる

には、こういうものに生徒が参加することによって横のつながり

ができる。そうでないと、限られた人数だけで卒業していってし

まうということです。ですから、そういう意味では非常に役立っ

ているのです。教育の基本の部分で役立っているのだということ

をおっしゃっておりました。ぜひ続けてほしいという話を言って

おられました。 

牛田委員 資料№９の海外教員派遣研修ですが、昨年はカナダのバンクー

バーの教師のお宅にお邪魔してホームステイと。事務局からもお

話があったとおり、昨年、ハリケーンの関係があって受入れ態勢

が整わなかったと。今年からはこういう形になるということで、

今後もこのような、いわゆるパサデナ市の姉妹校との交流を通じ

た派遣研修になっていくことになるのでしょうか。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

次年度につきまして、方向性といたしましては、青少年訪問団

がパサデナに行くときであれば教職員も一緒に派遣をしようとい

う方向性で検討しているところなので、次年度は、実は派遣の方



 21 

向性は考えていないところでございます。 

内田教育長 秦野市は市役所で事務局を持っていますね。パサデナはあくま

でも民間団体が事務局をやっておられる。非常に高齢化現象が起

きていて、受入れ態勢として、今回は大丈夫だということですが、

毎年受入れは非常に厳しいという意向もあるようです。ですから、

今、教育指導課長が話したように、受入れ態勢がきちんとできれ

ば、子どもたちのものと一緒に予算化もしていこうという考え方

なのですね。 

ですから、向こうに何年か前に市が行って、市役所でそういう

事務局的なものを市が持ってくださいよということをお願いして

きたのだけれども、それが実現していないのですよ。ですから、

何しろ受入れ態勢次第となってしまいますね。 

 文化スポーツ部長 今、教育長からもお話がありましたけれども、姉妹都市の交流

の体制が、民間主体という形と高齢化しているという部分があっ

たのですが、向こう側はやはり毎年受入れる態勢ができないとい

うことは言われています。ただ、そういう交流は、こちらから代

表団の訪問ということも水面下では今検討している中で、行政同

士の交流というのはなかなか難しさがあるのですけれども、パサ

デナ側と秦野の青少年の交流は進めていきましょうという締結は

平成１８年にやっておりますので、姉妹校同士の交流とかスカイ

キャンプなどもやっています。そういう中では、我々としてはそ

ういう気持ちは今、教育長がおっしゃられたように、秦野市側は、

姉妹都市という関係もありますからぜひ続けていきたいと。ただ、

やはり受入れ先の問題が、アメリカの交流という考え方は、姉妹

都市交流も民間交流が主体という形になっていますので、相手方

のパサデナ姉妹都市協会のほうが大分高齢化して、人材もなかな

か増えないという現状があるということだけが課題になっていま

す。 

内田教育長 ホームステイですから、それなりに受入れ家庭がないと行かれ

ないという部分があります。ですから、それが今後パサデナのほ

うがどのような動きになっていくか、向こうの友好協会に新たに

若手が入ってこられて組織がきちんと運営されるということにな

れば別だと思うのですね。 

牛田委員 私はこの姉妹校との交流、これも思い出になると思うのです。

また、昨年のような、純粋に先生方の英語力のスキルアップにつ

ながるような研修スタイルも、意義があると思うのですね。です

ので、どういう形になるにしても、こういったスタイルで外国語

を学ぶことのできる先生方の研修制度というものを、これからも



 22 

ぜひ大事にしていっていただきたいと思います。 

片山委員 資料№１０ですけれども、これは感想を読んだ私の感想ですが、

この感想を読み終わったときに、これはマネジメント研修だとい

うことをすっかり忘れていて感想を読んだのですが、管理職の方

が、ラグビーじゃないですけれども、ワンチームという意識がな

くてやっている方がいるのかなというのを思いました。 

現場の方なら何となくわかるのですけれども、管理職も現場に

出ていらっしゃるかもしれないですが、まず学校や市は、そうい

う考え方をしていかないといけないかと思いますので、教育委員

会の使命は大きいと思ったので、これはあくまでも私の意見なの

ですが、頑張りましょう。 

 教育指導課長兼 

  教育研究所長 

今回の研修会につきましては、マネジメント研修ということで、

管理職を中心にということでお声かけをさせていただいたのです

けれども、特別支援学級で担任をなさっている先生とかもいられ

ましたので、感想の中にはそういう方も入っていると思うのです

が、やはり今御指摘いただきましたとおり、学校全体として、秦

野市全体として、子どもたちのことをどう見て、どう支えていく

のかというものを一つにしていくことは、本当に重要と思ってお

ります。 

それは、特に教育の場ですので、私たちがその発信をしていか

ないといけないかなと、この研修会に参加しても改めて感じたと

ころでした。ありがとうございます。 

内田教育長 それでは、よろしいですか。 

それでは、次に４の議案に入ります。議案第２９号「秦野市指

定重要文化財の指定に関する諮問について」の説明をお願いいた

します。 

 生涯学習課長 「秦野市指定重要文化財の指定に関する諮問について」でござ

います。 

指定対象物件といたしましては、先ほども少しお話をさせてい

ただきましたけれども、市内の下大槻の縄文時代中期の集落であ

った東開戸遺跡から出土しました琥珀大珠２点、翡翠大珠１点の

合計３点です。 

まず、別紙２の写真を御覧いただければと思います。東開戸遺

跡は多数の土坑と呼ばれます集落を築造した際の地面に刺した杭

の跡が多数確認されております。まず、上に実測図と下に土坑群

の写真がございます。 

次に、裏面を御覧ください。その中で、第２１号と番号が付さ

れた土坑から出土した翡翠大珠は直径６．５センチ、成形、研磨
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ともに非常に丁寧な仕上げとなっており、長軸線上に穴があいて

います。第２１号の隣に位置しておりました第２２号の土坑から

は、琥珀大珠２点のうちの１点、直径６センチ、出土したときに

は割れてしまっていたものを接合・復元したものですけれども、

長軸及び短軸方向の十字状に穴があいています。２つの土坑から

少し離れた第１５７号と番号が付されている土坑から出土した残

り１点の琥珀大珠は直径６．２センチ、やや不成形ではございま

すけれども、長軸線上に２つの穴があけられておりまして、先ほ

ども報告の中でお話をさせていただきましたが、この１５７号の

土坑から出土した琥珀大珠は、日本最大の大きさとなってござい

ます。 

次に、別紙１の指定理由書を御覧いただきたいと思います。こ

の指定理由書は、文化財保護委員会の委員でありまして、東開戸

遺跡の発掘調査団長でもありました安藤文一氏に作成していただ

いたものでございますが、裏面、２ページの後半の下線を引いた

部分に記載しておりますけれども、東開戸遺跡から出土した琥珀

大珠は千葉県の銚子市周辺から、翡翠大珠は新潟県糸魚川市周辺

からもたらされたものと考えられております。所有者とともに中

央集落の墓域に土坑内埋葬されていたといった様相からしても、

当時力のあった呪術師、いわゆるシャーマンと呼ばれる方であっ

たことがうかがえるなど、周辺地域の情報社会のあり方を研究す

るうえで貴重な資料であり、出土例も非常に少ないといったこと

から、本市の有形文化財に指定することがふさわしいものである

とのことでございます。 

この件につきまして、今回御審議をいただきまして、可決とな

りました暁には、教育委員会から市の文化財保護委員会に対しま

して、市指定重要文化財の指定についての諮問をするものでござ

います。よろしく御審議のほどお願いいたします。 

内田教育長 質問等がありましたらお願いしたいと思います。 

これは、穴があいているということは、例えばネックレスだと

か、そういうようなものの一部というような判断なのですか。 

 生涯学習課長 そういった装飾品等に使われていたものではないかと考えられ

ております。 

実は、本日お持ちしようかと思ったのですけれども、翡翠は特

に問題なかったのですが、琥珀については、先ほどの説明にもあ

りましたけれども、ばらばらであったものを接合したものですと

か、ちょっとひびが入りそうなものもありましたので、私も手に

取ってみて、これは危ないかと思いまして、今日は、すみません、
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皆さんにお見せすることはできなくて大変申し訳ございませんで

した。 

内田教育長 

 

わかりました。 

どうでしょうか、何か。よろしいでしょうか。 

―特になし― 

内田教育長 それでは、議案第２９号「秦野市指定重要文化財の指定に関す

る諮問ついて」、原案のとおり可決することに御異議ございませ

んでしょうか。よろしいですか。 

―異議なし― 

内田教育長 よって、議案第２９号は原案のとおり可決されました。 

内田教育長 では、そういうことで議決をいたします。 

その他の案件はありますか。 

 生涯学習課長 私からは、秦野市のふるさと講座について報告をさせていただ

きます。 

今年度第５回となります秦野市ふるさと講座ですが、テレ朝出

前講座というものがございまして、こちらの御協力をいただき、

テレビ朝日アナウンサーである森下桂吉氏を講師に招きまして、

「実況のプロが教えるスポーツ中継の楽しみ方」をテーマに講演

をしていただきます。日時は１月１１日土曜日、午後１時３０分

から、場所は本町公民館の多目的ホールとなっております。 

以上でございます。 

内田教育長 ふるさと講座ということで、１月１１日だそうです。御都合が

つけばぜひ御参加をいただければと思います。 

それでは、予定していたものがこれで終了ですので、会議を非

公開とする前に、次回の日程調整をお願いします。 

 事務局 次回の開催日程ですが、１月の定例教育委員会会議を１月１７

日の金曜日、午後１時３０分から予定しております。会場はこち

らの会場となります。よろしいでしょうか。 

内田教育長 １月１７日の金曜日、午後１時半ということでよろしいですか。 

―異議なし― 

内田教育長 それでは、ただいまから会議を非公開といたしますので、関係

者以外の退席をお願いしたいと思います。 

 


